
平成２９年度

評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現　　　状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考
判定
結果 成果と課題 対　　　　　　策

児童一人一人に基礎的基本
的な知識と技能の習得を図
り、自分の言葉で自分の思い
を表現する力を育成する。

書く活動を各教科の授業に意図的
に取り入れ、相手を意識して自分
の考えを伝えたり、表現したりする
力の向上を図る。

教務主
任

昨年度より「書く」活動を意識して学習に
取り入れてきたが、「書く」力にはまだま
だ個人差が見られる。相手意識をもっ
て、分かりやすく伝える力を育てる必要
がある。

【成果指標】
各教科やはげみの時間の課
題やふり返りで、自分の考え
やまとめた事柄を相手に伝わ
るように、条件に沿って文章に
表すことができる。

各教科において目的や条件に合わせ
て書く活動を意図的に設定できた教員
の割合が、
Ａ　９０％以上　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　Ｄ　７０％未満

ＣＤの場合は、
個別指導や補
充学習を行い、
指導内容を改
善する。

学期末に教職員を
対象にアンケート
を実施する。

A

各教科の授業や道徳、総合的な学習の時間、学校行事のふ
り返り等の場面に書く活動を意識して取り入れ、児童の書く
力の向上を目指した取組を行うことができた。しかし、書く力
にはどの学年でも個人差が見られ、個別の支援や指導の必
要性をより一層感じられるようになった。

書く力のスキルを高めるために、モデルを
示したり、手本となる文例を紹介したりし
ながら、今後も書く機会を意識して設定し
ていく。また、めあてを明確にし、一人一
人の実態に沿った支援、指導を継続して
いく。国語科を中心に、児童が主体

的・協働的に課題を解決する
学びのプロセスを重視した授
業改善に努め、今求められて
いる学力の育成を図る。

学び合いの場における教師の
関わり方の工夫や思考ツール
の活用、振り返りの工夫に重点
を置いた研究授業を全教員が
実践する。

研究主
任

児童の主体的に学び合う姿は徐々に
育ってきているが、学び合いの場におけ
る教師の関わり方や、ねらいや児童の実
態に応じた思考ツールの活用等につい
て工夫していかなければならない。

【努力指標】
国語科を中心に、児童が
主体的・協働的に課題を解
決できるような授業を実践
する。

児童が主体的・協働的に課題を解決
していく授業を実践できた教員の割合
が、
A　80％以上　　B　70％以上
C　60％以上　　D　60％以下

CDの場合は、
研究先進校の
取り組みなどを
もとに、指導法
や取り組みの
内容を改善す
る。

学期末に教職員
対象のアンケート
を実施する。

A

児童が主体的・協働的に課題を解決していく授業を、全教員
が意識して実践できた。また、国語科を中心に、授業のねら
いに合った思考ツールを活用していこうとする意識も高まり、
必要に応じて思考ツールをアレンジして活用することができ
た。しかし、学び合いの質という点では課題も多く、今後質の
向上を目指して、学校研究を深めていく必要がある。

学び合いの場における目指す姿を具体的
に明らかにし、教師と児童が共有した上
で学び合いの質の向上を目指す。また、
来年度の研究自主発表に向け、研究の
方向性を共通理解し、組織的・継続的な
学校研究になるよう努めていく。

読書習慣を確立し、読書内容
の質の向上を図る。

「朝の読書」「読書ノート」を継続し
て取り組む。個人の力に応じた個
別指導を行う。「おすすめの本カー
ド」等の活動を通して、必読書「宝
石シリーズ」の目標冊数達成をめ
ざす。

図書館
指導担
当

読書量は確保できているが、学年相応の
本を手に取らない傾向があり、読書の質
の低下につながりかねない。質の向上を
図るために、「宝石シリーズ」の目標冊数
達成を目指していく。

【成果指標】
「読書ノート」に記録した
り、「おすすめの本カード」
等からヒントを得たりして、
「宝石シリーズ」の学年の
目標冊数を達成する。

「宝石シリーズ」の学年目標冊数を達
成することができた児童の割合が
Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　７０％未満

ＣＤの場合は、
取り組みの方
法を再検討す
る。

毎月の読書ノート
や宝石シリーズ達
成表で進み具合を
チェックし、全体や
個別に働きかけ
る。

A

2学期の読書週間には、児童が2枚ずつ書いた「おすすめの
本カード」を掲示することができた。「宝石シリーズ」の学年毎
の目標を達成することは児童によっては難しいと思われる
が、担任の働きかけや「並行読書」も宝石シリーズに加える
ことによって、全校児童が達成することができた。

朝読書、家庭読書の日、読み聞かせ、読
書ノートなどの取り組みを行うことで、読
書に親しむ習慣はついてきている。さら
に、読書の質と量の向上に向けて取り組
んでいく。

場に応じた気持ちのよいあい
さつや言葉遣いの習慣化を図
ることで、よりよい人間関係を
育成する。

児童会のあいさつ運動、児童会
集会、たてわり活動、運動会等
行事で意識を高め、日頃の生活
で活かすことができる。

生徒指
導主事

休み時間など日頃から異学年と仲良く遊
んでいる姿が見られる。しかし、あいさつ
が自分からできない児童や、強い言葉遣
いをする児童も見られる。

【成果指標】
場に応じた気持ちのよい
あいさつや言葉遣いをす
ることができる。

自分から進んで気持ちのよいあいさつ
ができた児童の割合が
Ａ　９０％以上　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　Ｄ　７０％未満

ＣＤの場合は、
取り組みの内
容を再検討す
る。

７・１２月に児童を
対象にアンケート
を実施する。 B

教員、保護者の呼びかけだけでなく、児童会のあいさつ運動
や５年生の国語科の提案等児童から気持ちの良いあいさつ
を呼びかけてきたが、まだ何人か小さい声でしかあいさつが
できない児童がいる。

今後もあいさつ運動は粘り強く継続して取り組
んでいく必要がある。また小さい声でしかあい
さつができない児童に対しては大きな声で挨
拶ができるよう保護者と連携して取り組んでい
く。

全教職員が日常的に児童理
解に努め、いじめ・不登校の未
然防止や早期発見、発生した
際の迅速かつ適切な情報共
有、組織的な対応を図る。

月に１度児童理解の会を開き、児童の
情報を共有する。学校生活アンケート
やQ-Uアンケートをもとに児童と面談
し、児童の実態把握を図る。いじめ・不
登校が発生した場合は、対策チームで
組織的に対応する。

生徒指
導主事

特に気になる問題はないが、友達同士
の小さなトラブルが起こることがある。ま
た、複式学級や少人数学級のため人間
関係が固定しがちである。

【努力指標】
児童理解に努め、適切な
情報共有をし、組織的に対
応することができる。

児童理解に努め、適切な情報共有を
し、組織的に対応することができた教
職員の割合が
Ａ　９０％以上　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　Ｄ　７０％未満

ＣＤの場合は、
取り組みの内
容を再検討す
る。

７・１２月に教職員
を対象にアンケー
トを実施する。

A

全教員で生徒指導の３機能を生かした学級づくり、授業づく
りに取り組んできた。その結果児童は安心して自分の意見
が発表できる環境を整えることができた。話し合いの場面で
は自分の意見を積極的に述べることができるようになり、自
己肯定感も高めることができた。

今後も全教科の授業の中で話し合いの場
面を設定し、この取り組みを継続してい
く。

③進路指導・
キャリア教育

よりよい人間関係を築きなが
ら、夢や希望をもって努力し、
意欲を持って学び続ける児童
を育成する。

自分の周りにいる人々に積極的
に関わることで、自他の良さを
認め合い、ともに高め合おうと
する態度を育成する。 教頭

明るく素直であり、小規模校のため、異
学年、男女を問わず仲が良いが、お互い
に切磋琢磨し、高め合う場面が少ない。

【努力指標】
自分の良さを見つけるとと
もに、友達の良さを見つけ
助け合うことができる。

自分のことだけでなく、友達のことも大
切にしようと思った児童が
A　８０％以上　　　B　７０％以上
C　６０％以上　　　D　６０％未満

CDの場合は取
り組みの内容
を再検討する。

７月、１２月に児童
を対象にアンケー
トを実施する。

A

２学期に「友だち集会」「人権集会」を開催して、よりよい人間
関係が構築できるよう取り組んできた。その結果、児童アン
ケートではほとんどの児童が友達のことを考えるようになっ
てきた。今後は発達段階に応じて、互いに切磋琢磨し、高め
合う真の友情について理解させていきたい。

３学期の普段の授業や児童会集会、卒業
に向けての各行事などを通じて、周りの
人の対する感謝の気持ちや、協力して作
り上げることの喜び、大切さを体験させな
がら、真の友情について理解させたい。

④安全管理

危機管理意識を高め、防災
教育の充実を図り、安心安
全な学校づくりをする。

事故や自然災害など想定外の
事態に備え、的確な行動がと
れるように教職員の研修や訓
練を推進していく。

教頭

年３回の避難訓練では様々な場面を想
定して実施した。児童は教師の指示を
よく聞き、迅速に避難することができ
た。今年度は事故や自然災害など想定
外の事態に対しても自分の身を守れる
ような児童に育てたい。

【成果指標】
さまざまな災害時や不審
者等に遭ったとき自分で
自分の身を守れる児童に
育てる。

さまざまな避難訓練によって非常時の
際自分で自分の身を守ることのできる

児童の割合が
A　８０％以上　　　B　７０％以上
C　６０％以上　　　D　６０％未満

CDの場合は取
り組みの内容
を再検討する。

避難訓練終了時
に振り返りを実施
する。

A

児童は避難訓練の際、静かに迅速に避難でき、自分で自分
の身を守る意識が定着している。またJアラート受信に対す
る避難方法についても共通理解することができた。今後は休
み時間や、登下校時に発生した事故、自然災害等に対す避
難についても訓練を行っていきたい。

来年度は休み時間を対象にしたものや予
告せずに実施する避難訓練を実施した
り、登下校時の避難の仕方について指導
を行っていきたい。

児童の健康増進に向けた運動
の習慣化を図り、バランスの良
い体力の向上を目指す。

体育科では、第１回の体力テスト
の結果を分析し、担当学年の体力
テストで弱い項目を意識した体つく
り運動を取り入れる。さらにスポ
チャレ、体育的行事を通して、児童
の運動機会を確保し、体力の向上
を図る。

体育担
当

休み時間には体を動かして遊ぶ児童が
多く、運動が習慣化している児童が多
い。体力のバランスが悪い傾向にあり、
体力の個人差も大きい。

【成果指標】
年間２回体力テストを実施
し、２回目の体力テストに
おいて、各体力要素４８項
目中３８項目（８割）以上
H28年度の県平均記録の
突破を目指す。

１０月の体力テストにおいて、各体力
要素全４８項目中、H28年度県平均記
録を突破した項目の割合が
A　８０％以上　　　B　７０％以上
C　６０％以上　　　D　６０％未満

CDの場合は、
取り組み内容
は再検討する。

６月と１０月に体力
テストを実施する。

A

2回目の体力テストにおいて、各体力要素全48項目中41項
目で、H28年度新体力テストの県平均を突破することができ
た。（突破率85％）しかし、持久力や敏捷性などほとんどの体
力要素は確実に高まったものの、柔軟性は全体的に低いた
め、体力のバランスは依然として悪い傾向にある。

体育科の授業において、柔軟性を高める
ための体ほぐし運動を意図的に設定して
きたが、短期的に柔軟性を高めることは
難しいため、今後も継続して取り組んでい
く。

児童一人一人の健康に対する
自己管理能力を高め、基本的
生活習慣の定着を図る。

保健指導や保健の学習を通し
て、児童の基本的生活習慣に
対する意識を高め、健康生活
チェック等を活用して、児童の生
活習慣の把握、指導改善につ
なげる。

養護教
諭

健康生活チェックから特に高学年の
就寝時刻が遅く睡眠時間が足りてい
ない児童がみられる。

【成果指標】
児童が健康生活チェック等
の取り組みを通じて、基本
的生活習慣が身につき、
自己管理能力を高めること
ができる。

健康生活チェック(7項目)において○
の合計が全体の8割に達成することが
できた児童が、
A　８０％以上　B　７０％以上
C　６０％以上　D　６０％未満

CDの場合は取
り組みの内容
を再検討する。

学期末に健康生
活チェックを集計
する。

A

２学期は「睡眠」をテーマとした学校保健委員会を開催し、睡
眠や健康について学習したことが行動につながるよう、生活
がんばりカードを実施した。その結果、2学期末の健康生活
チェックの集計結果において、８０％以上の児童が、７項目
の〇の合計が全体の８割を達成していた。しかし、依然とし
て早寝早起きに課題がある児童が数名みられる。

健康生活チェックを集計し、児童の実態を
把握しながら、基本的生活習慣の定着に
向け、家庭とも連携して取り組んでいく。

⑥特別支援教育

気になる児童への校内支援体
制の定着と継続を図り、児童
の特性理解のための研修を深
める。

個に応じた支援を行うために、
専門相談派遣等を活用し、合理
的配慮の理解と児童の支援の
工夫に関する研修を実施する。

特別支
援教育
コーディ
ネーター

全教職員で児童の特性を共通理解し、
児童の指導に当たっているが、指導法の
工夫やスキルを学び、一人一人の特性
に適した支援に活用したい。

【努力指標】
合理的配慮の理解に向け
ての研修会を実施し、児童
への支援に活かすことが
できる。

特別支援教育研修会を通して合理的
配慮への理解を深め、個に応じた支
援に努めた教職員の割合が、
Ａ　９０％以上　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　Ｄ　７０％未満

ＣＤの場合は、
取り組みの内
容を再検討す
る。

学期末に教職員を
対象のアンケート
を実施する。

A

専門相談員派遣の有効な活用や校内研修会の実施等、特
性理解や合理的配慮についての理解を深め、s教職員が共
通理解して指導に当たることができた。専門相談員の的確な
アドバイスを活かして、学習指導や生徒指導の充実を図るこ
とができた。

個に応じた支援を大切にした授業づくりを
今後も継続していく。専門的な見地からの
最新情報を学び、個に応じた指導法や関
わり方の工夫を意識して指導に当たる。

⑦組織運営

組織的な学校運営に努め、学
校評価を機能させ改善に活用
する。

学校評価の年間計画に基づき、
効率よく仕事ができるようにＰＤ
ＣＡサイクルで改善点を明確に
し、改善していく。 教頭

各学期末にアンケート調査を実施して学
校評価に活用している。今後も効率よく
仕事ができるように会議の内容の見直し
や各分掌のファイルの整理や文書の管
理を行い事務処理の短縮を図っていく。

【努力指標】
学校評価の年間計画に基
づきPDCAサイクルを踏ま
えながら常に改善に取り組
む。その中で組織的・効率
的な学校運営に努める。

組織的・効率的な学校運営に努めるこ
とができたと感じる教職員の割合が
A　９０％以上　　　B　８０％以上
C　７０％以上　　　D　７０％未満

CDの場合は取
り組みの内容
を再検討する。

学期末に教職員
対象のアンケート
を実施する。

A

各主任，分掌担当が互いに協力して組織的，効率的な学校
運営がなされてきた。学校行事が終わるごとに反省し、次回
の提案では改善できるように取り組んでいる。

学校評価の結果から，改善した内容を共
有し，確認しながら取り組んでいく。

⑧研修

複式授業や特別支援教育の
研修を深め指導法の工夫を図
るとともに新教育課程の学習
を組み入れていく。

積極的に研修会に参加して、先
進校の実践や専門指導員に学
び、児童や学級の実態に応じた
きめ細やかな指導を行う。 教頭

各種研究会で学んできた内容を職員会
議の後や、職員朝礼の中で職員に還元
して、資料も回覧してきたが、十分ではな
いため、研究会の後や放課後にOJT等
の時間を設定して研修内容の還元に努
めたい。

【努力指標】
各種研修会で学んできたこ
とがすべての教員の指導
力向上に生かされている。

研修会で学んだことが教員の指導力
向上につながったと感じる教職員の割
合が
A　９０％以上　　　B　８０％以上
C　７０％以上　　　D　７０％未満

CDの場合は取
り組みの内容
を再検討する。

学期末に教職員
対象のアンケート
を実施する。

A

研修の内容の報告は職員朝礼や職員会議の中で機会を設
けて実施しており、教員の指導力向上に役立っている。また
校外研修で学んできた内容については資料を回覧するなど
して職員室の中で研修してきたことの確認ができた。

今後も職員朝礼や職員会議の際，機会を
設けて研修報告を行うとともに，各担当者
会で学んだことは回覧，報告する。

⑨保護者，地域
との連携

授業の中にゲストティーチャーと
して、保護者や地域の人材を活
用し、地域の良さを学び、よりよ
い生き方を目指す意識を高める。

ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ一覧を活用して、
各学年の単元計画や年間指導
計画の中にｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰを招い
た授業を組み入れる。

教頭

総合的な学習の時間や生活科の時間に
地域の方をｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰに迎え地域の良
さを学習することができたが、年間を通じ
て計画的に実施することができなかっ
た。

【努力指標】
様々な教育活動の場に計画的に
地域の方をゲストティーチャーとし
て招き、地域の良さや生き方に関
する授業をすることができる。

ゲストティーチャーを招き、年間３回以
上地域の良さや生き方に関する授業
を行った学級が
A　４学級　　　B　　３学級
C　２学級　　　D　　１学級

CDの場合は取
り組みの内容
を再検討する。

学期末に教職員
対象のアンケート
を実施する。 A

里山教室や町の達人等、各学年いろいろな教科や活動に地
域人材をゲストティーチャーとして積極的に招聘してきた。

来年度以降も活用できるよう、今年度、学
校に招聘した地域人材を一覧に加え来年
度につないでいく。

⑩教育環境整備

校舎内外の環境整備に努め、
安全安心な学習環境の充実を
図る。

安全で教育効果を高める教育
環境づくりに努める。

教頭

計画的な安全点検を実施し、校舎内外
の環境整備に努めている。校地全体の
環境整備については育友会、教育講演
会、同窓会などと連携して整備に当たっ
ていく。

【努力指標】
安全点検を徹底し、不備な点
は早急に対策を行い、安全で
効果的な校舎内外の環境整
備となるよう努める。

安全で効果的な学習環境の整備に努
めることができたと感じる教職員の割
合が
A　９０％以上　　　B　８０％以上
C　７０％以上　　　D　７０％未満

CDの場合は取
り組みの内容
を再検討する。

学期末に教職員
対象のアンケート
を実施する。 A

不具合はすぐに修繕し、安全を確保することができた。毎月
の安全点検だけでなく、児童、教職員に対して施設、設備の
利用について大切に扱うよう声掛けをしており、今後も継続
していく。

毎月の安全点検を徹底し，施設・設備の
利用について大切に使うよう声掛けする。

学校関係者評価

・ほとんどの項目でA判定は素晴らしい。来年度は１０％数値目標を上げてレベルアップするとよい。
・挨拶については「相手より先にあいさつをしよう」など、工夫した取り組みができると良い。
・睡眠については保護者への働きかけが重要。家庭との連携を推進する。
・非行被害防止講座は、児童、保護者が一緒に聴けたのがよかった。講師により内容が変わるので場合によっては同じ講師でもよい。

・中国との交流は児童の活躍の場があり、とても有意義だった。
・ロボレーブ世界大会の参加…学校として参加できることは地域としても誇らしい。
・ICT教育…市の整備計画に沿ってタブレットの活用を進めていく。
・来年度に向けて…地域間交流の取り組みとして金沢三谷小との連携を検討する。

⑤保健管理

学　校　評　価　報　告　書

①教育課程・学
習指導

②生徒指導

加賀市立三谷小学校

　　学校教育目標　　　　　　　「自ら学び、心豊かでたくましく、未来を切り拓く三谷っ子の育成」
　　　　　・めざす子ども像　　　　みずから学び、自分の言葉で表現する子　　たくましい体を持つ子　　にっこにこ笑顔で、思いやりのある子　　こきょうを大切にする子


